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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです
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代表取締役社⾧
新保 雅司

海の幸は、人の幸
丸友幸栄水産は、前浜で採れた良質な海の幸を提供し続けることで人の幸せを創造しています。地域に
根ざした水産加工の技術と、三印三浦水産グループのネットワークを掛け合わせることで、新たな価値
を創造するフェーズに入っています。オホーツクの海の恵みを、より多くの人へ、より良い形で届ける。
そのために、私たちは品質向上と効率化に取り組み、持続可能な水産業の実現を目指します。地域の力
を世界へつなぐ企業として、これからも挑戦を続けてまいります。

・工場の生産能力の限界
・慢性的な人手不足
・生産設備の老朽化
・水産物の漁獲量の変化や魚種変化への対応
・1次加工中心のため、利益率が低い当社の主力商品である 

ホタテの冷凍貝柱

〇本社所在地:北海道枝幸郡枝幸町
〇事業概要:水産物の加工
〇常時使用する従業員:19名（2026年2月時点）
〇現在の売上高:11.8億（2025年12月期）
〇法人番号:2450002010611
〇Web:WEBサイトなし

有限会社丸友幸栄水産（水産加工業）

・親会社との連携強化
・経営企画部門の新設
・販路開拓部門の新設
・人材育成部門の新設
・衛生管理体制の強化

・新工場の建設による生産能力の拡大
・生産ラインのオートメーション化
・付加価値製品の開発
・水産副産物の活用
・ブランド力の向上
・販路の拡大
・海外戦略の展開

2035年に売上高100億円を達成をさせる。


